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シンポジウム課題

「国際化に伴う地域経済の変化」について

大会準備委員会

日本経済の国際化は必ずしも現代にはじまったものではなく、これを広く解すれば古くからあった

ことであり、少くとも日本の近代以降にそれはかなｂ顕著であった。とはいえ、ここでわれわれが国

際化として今日これを強調するゆえんは、国際化がいくつかの段階を経て今日におよび、今や量・質

の双方においてその深化の度が非常に深まってきているとみるからである。そして、そのような深化

が最近は急速に展開してきていることもたしかである。また．このような国際化の波が日本の経済社

会のあらゆる側面に彦透してきたことも国際化の今日的特質である。例えば、今日いわれる「金融の

自由化・国際化」はこれまでにみられなかった現象であるといえよう。

｢今日の」国際化に伴って、地域経済がどのように変化したかを捉えたいわれわれはこのような

と念願するものである。と念願するものである。上述のような国際化が地域経済に与えた影響の度合やその要因は地域によっ

て区々であり、また多彩であろうが、影響をほとんど受けないといった地域は皆無といってよかろう。

これを産業別にみてもその影響は産業ごとに多様である。国内の農業・鉱業のように国際化に伴っ

て打撃をうけた度合が強い部門もあるが．その場合にも新しい条件に即した新展開をみせている面も

みられる。工業の場合にも地場産業と近代工業とでは異なった対応や展開がみられよう。そこでこの

ような多彩な地域経済の変化をなるべく多方面から迫るべく、われわれは研究者の研究部門やその方

の世代等を含めて多様な方々に報告をお願した次第である。

日本はその高度成長期においてそれまでにみられなかった、「民族の大移動」とでもいいうるよう

な国内の人口移動を経験したが、それに伴いつつ、国際化の影響がすみずみにまで潅透してきてい

ろ。それは見方をかえれば、

れがいかZLるものか、この！

国際化に即した新しい地域経済の形凪

このシンポジウムーを通_じて明らかにするこ_とかできれば幸である。
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国際競争力のある牛肉生産の条件をめぐって

－大規模畜産基地、北海道からのレポートー

進藤賢一（札幌大学）

（１）はじめに

戦後、わけても経済成長期を経過するなかで、食生活の洋風化が進み、国民所得の向上も手伝って

食肉消費が急速に増えている。ところが食肉の国内生産の状況は、基盤が脆弱で、奇形性をおび、不

安定になっているため、その隙をぬって、食肉輸入枠の拡大や貿易の自由化が焦眉の問題として日程

にあがってきたのは周知であろう。

日本の食肉生産は、乏しい粗飼料基盤を背景として、アメリカを中心とする輸入濃厚飼料で成りた

っているといっても過言ではない。

日本畜産は飼料原料となるとうもろこし、マイロ、大・小麦の輸入に90％前後を依存しており、家

畜の胃袋を通して、蛋白質源を加工する工業生産的性格が色濃くでている。にもかかわらず食肉の輸

入壁は増える傾向にあり、鶏肉こそ需要の10％以下に抑えられているものの豚肉は10～15％、牛肉は

30％に達する勢いだ。

最近の日米農産物交渉では、アメリカの対日貿易赤字拡大を背景に、牛肉、オレンジの輸入自由化

枠拡大要求が強硬な姿勢で迫られ、１９８４年末には、今後毎年6,9006増を約束させられたのである。

こうした日本畜産をめぐる情勢変化のなかで、今後、肉牛産地はどのような展望がきり拓けるのか、

新しい肉牛生産基地としての呼び声の高い北海道を事例としていくつかの問題点を整理しながら、こ

の課題に対応していく必要があるように思われる。

①に、牛肉輸入枠の拡大と、飼料の大幅輸入の二つの外圧が、消費市場や産地にどのような影響を

及ぼしたのか、を検証し、牛肉需給の動向を分析する。②、北海道に白羽の矢がたてられている国際

競争力のある低コスト肉用牛生産の可能性を探っておく必要がある。低コスト生産となれば、粗飼料

多給型の新大陸方式の経営形態を打ちたてなければいけない。しかも、肉専用瞳ではなく、酪農副産

物としての乳堆子牛の肥育化が進んでいる北海道の肉牛生産は、単に、豊富な飼料基盤だけを背景と

して国際競争力のある低コスト化が実現できるものではない。飼育技術体系の新たな溝築や、いわゆ

る日本型市場（上肉、霜降り嗜好）に対応した肉質の改良、そして流通機構にも言及して、総合的に

生産条件を判断しなければならない。③に、地域経済振興視点からして、肉牛生産部門における繁殖鱈

育成、肥育の各段階の結合や屠畜、加工、消流などが域内で完結できる体制の強化と、それに伴う付

加価値の地域への還元がどこまで可能なのか､の条件を検証してみる必要があろう。④は、急迫する牛

肉輸入自由化を前に、国、道、農用地開発事業団が中心となって、既に完了した、根室地域の「新酪
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農村」に次ぐ、大型プロジェクト「宗谷丘陵地区広域農業開発事業」がスタートしている。これは、

日本最北の宗谷管内を中心に、農耕未利用地約１万力αを新規に開発し主として肉牛濃密団地を形成し

ようとするもので、事業費360億円が予定されている。こうした開発計画が、さし迫った肉牛をめぐ

る国際情勢のなかでいかなる展開を示しうるのか、これまでの宗谷地区での酪農化過程の歩みと照応

させて分析してみる必要があり、他方では「新酪農村」との総合的比較に基づく分析と評価が必要と

なろう。

（２）食肉需要と翰入動向

1980年11月、政府は閣議決定で「全国農産物の需要と生産の長期見通し」を発表し、１９７８年を基礎

に１９９０年の農産物需要の予想をたてた。

これによると、１９９０年は、牛肉需要が59％増加し、６２万ｔに、国内牛肉生産量は54％増の44万ｔで、

その差18万ｔは輸入に依存しなければならない、と報告していた。

ところが、１９８４年の牛肉輸入量は既に19万ｔを超え、更に昨年末の対米交渉では今後４年間、毎年

6,900ｔの輸入枠拡大が決定したのである。この点では政府見通しを上まわる早さで牛肉需要が増加

し、輸入量が増えていることになる。その結果、牛肉消費量に対する輸入割合は27.4％で、国内生産

の増大が見込めない現b、輸入比率が30％を超えるのは時間の問題となっている。世界の主要国の牛

肉輸入割合は、アメリカ５．８％、ＥＣ諸国２．８％、ソ連５．９％であるから、日本のそれは群を抜いて

いることになる。

近年、国内牛肉消費は着実に増え続けており、輸入枠拡大を抑えれば、国内生産壁を増やす以外に

ない。ところが、第１次政府長期見通しの１９７１年目標は肉用牛２２２万頭であったが達成率は79.3％

の176万頭、第２次見通しの1977年には259万頭であったが達成率は76.8％の199万頭、そして85年度

については830万頭の見通しがあるものの、達成率は83％ほどと予想されており、不足分の輸入は必

至の状況である。

次に輸入牛肉が、国内牛肉生産に与えた影響をみると、①に、国内市場で、輸入肉の格付は「並」

程度と評価されていて、これとの競合を避けるために生産者は、霜降り中心の高級肉を生産する傾向

が強くなってきている。それは、和牛のみでなく、最近急増している乳唯肥育部門にも影響を及ぼし

て資質型生産体型を指向するため、生産段階での低コスト化が難かしくなりつ秘ある。従って、最終

的には、この傾向が、牛肉の消費者価格のつりあげにつながり、生産者段階にとどまらない内容を内

包していることである。②に、牛肉生産が濃厚飼料に強く規制されていることから、輸入飼料問題を

取りあげざるをえない。乳雄肥育に関連して、農林中金が運転資金を貸出すかわりに、特定メーカー

の飼料利用義務を条件とする全開連方式や、信連の資金貸付を前提として連合会のエサを義務づけら

れるホクレン方式など、制度、系統金融丸がかえの肉牛生産が急増してきている。これには、中金、

４
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ホクレンの素牛供給面でのかかわりは比較的少ないものの、生産費の圧倒的部分を占める飼料を提供

することにより．個別経営を管理する内容になっている｡勿論、この飼料単味は輸入品である｡こうした経営

では.肥育牛200頭出荷で､年間１億円以上の粗収益をあげながら所得率は低く、蝿死や陶汰等事故の

多発、格付変化による「並肉」比率の増大、このための収入減、それを補う労働強化など生産現場で

の混乱や苦悩は増幅している。こうした生産方式の導入されてくる背景や原因についても、飼料外圧

との関連で一定の分析が必要となる。

⑤牛肉生産と流通の地域的課題一北海道一

日本の牛肉は，和牛・外来種の肉専用種、乳用雄牛、肥育牛で、酪農副産物の老廃牛および輸入牛

肉が主要なものであり、近年の生産動向は、専用極の減少、乳用極の増加頃向が目立つ。地域的にみ

た肉牛の飼養頭数は北海道、東北、九州の、いわゆる「食糧基地｣で増加し、伝統的和牛産地の中国、

近畿が後退している。それを飼料基盤でみると、畑作を基盤とする鹿児島、宮崎、長崎の九州中・南

部、水田基盤で林野に賦存する東北、草地基盤の北海道に分類できる。１戸当りの経営規模では、北

海道の40頭に対し、肉専地帯の鹿児島は５．５頭、宮崎６．４頭と全国平均の7.6頭を下まわる。

北海道の肉牛生産は、戦後、有畜農業普及の政策的視点から、有創資金、道有貸付牛、開拓者資金、

国有貸付牛等資金により肉専用種の導入をみたが、酪農化の進展に伴い1970年代になって急速に乳雄

肥育が伸び、1971年の１．８万頭から1983年の28万頭に増加し、鹿児島、宮崎の肉専地帯に匹敵する総
頭数となった。

そして、酪専化の進んだ根釧、十勝、網走の道東部で乳雄肥育の75％を占めるに至る。

肉牛および牛肉流通についても変化が生じている。

かつては、産地家畜商と消費地食肉問屋等の固定的、閉鎖的流通体系が主流を占めていたが、１９６０

年以後、産地に公共屠場や食肉センター、食肉加工施設の整備が進み、これまでの生体流通中心から

枝肉やカット肉のチルド化､フローズン化が増加し､産地家畜市場も小規模地方分散から、大規模集散

地化への傾向を強めて、系統流通が躍進してきている。

生体取引を例としても、初生牛を除く哺育牛、肥育素牛の取扱いは、販、購買の60～80％を系統が

掌握しているものと推定される。勿論、商系と系統との対抗関係もきびしくなり、生体、枝肉、部分
肉の消流に一定の秩序が橘築されつＬある。

側日本最北端での1つの実験

牛肉内需の増大と輸入枠の拡大・貿易自由化外圧との挾撃のなかで１つの大がかりな開発計画が実

施に移された｡天北地域肉用牛濃密団地造成事業である。これは、道開発局が1977年以来の調査研究

に基づいて計画し、農用地開発公団が事業主体になって進めるもので道および稚内市が全面協力する
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形で１９８３年スタートした。

「計画」によると、開拓の歴史が浅く、未利用地比率の高い宗谷丘陵の可耕地、約１万”強に、乳

堆、肉専、乳育成の公共牧野を開発し、宗谷管内地域の肉牛の預託を行うとともに肉牛、酪農家合わ

せて35戸の個別入植地を確保することになっており、事業費は総額で360億円を見込んでいる。この

天北北部地域の広域農業総合開発ともいわれる事業の目的は、農業生産力の向上、食樋わけても畜肉

の自給率を高め、国民食糧供給という国家的要請を担うものとうたわれており、同時に、根釧の新酪

農村にみられるように、地域農業樹造の再編を指向するものといわれている。同時に、国内でもほと

んど姿を消した、広大な未利用可耕資源の存在をお目あてにした宗谷丘陵の開発は、団地としては最

後の大型草地畜産経営群創出の機会とみて、その潜在的発展力を限界地において引き出そうとする試

みでもある。

この実験がいかなる事業展開を遂げるのか、それは、「新酪農村」にみられるような過去の大型農

用地開発の実践例と対比して考察する必要があろうし、また、畜肉をめぐる国際、国内環境の変化に

対応した生産と流通市場の分析、地元生産者や関係者の要求等さまざまな要素を考慮に入れて分析し

なければならないが、こ出では若干の問題提起をするにとどめ、具体的内容についてはシンポジウム

時に報告したい。

①、事業計画の立案、事業主体は、根室地域の「祈酪農村」と同儀、国、公団、道、地元自治体で

あるが、実施概要は第１期計画の2,500ｈαについてのみ発表されており、第２期、第３期のプランは

状況をみながら策定するもので長期計画が不明瞭である。宗谷地域は、根釧よりもや出遅れて酪農が

急展開し、1984年には酪農家比率46％、総乳牛頭数4.5万頭、戸当り頭数48頭の水準に達しているの

で、この酪農副産物としての乳雄牛生産は１万頭を超えると予想して当面、宗谷畜産開発公社が、

3,000頭ほど預託してスタートさせることになっている。肉用牛公共牧場の間接受益戸数は３１０戸を予

定しているが、経産牛の数からして、常時8,000頭の預託を受けることはかなり困難ではないかと予

想される。

②、主体的な開発内容は、公共牧野、公共農場にあり、第２期、第８期計画に予定されている個別

入植農家は、造成予定地の％の2,100〃αのみである。宗谷管内には、既設の大規模草地や自治体の

公共牧野が数多く存在し、そのいずれもが満度な利用状況になっていないなかで果して、新規造成牧

野の効率利用ができるのか、とした問題がある。

③、宗谷丘陵肉牛濃密団地の計画は、国際競争力のある低コスト肉牛生産を目指しており飼養体型

を従来の漉厚飼料多給型から、粗飼料多給型へ転換させることを基本に、施設、設備投資も極端に抑

えた簡易畜舎方式をうち出している。ところが例えば､650kgの出荷生体を目標にした場合、粗飼料多

給と濃厚飼料多給では、増体重に５～６か月の間差が生じ、その間の労賃、利子、諸経費分をどう捻

出するかの問題があるほか、粗飼料多給では「中」「上」格付肉になりにくいわけで、この辺のコス
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守JＤｒ

ｊｉｉ

卜と技術面でのマニュアル設定ができていないことの課題がある。

④は、この計画実施に伴う地元農家の意識の点である。

この開発計画の施行によって、今後肉牛部門に進出する意志があるかどうか、に関して大半は政ノ

ー”である。理由は肉価不安定、輸入自由化に対する不安等で肉専に経営転換する希望者はほとんど

なく、仮bに乳・肉複合の経営形態をとりあげても、投下労働童の増加や、飼養技術体系の違いから

くるわずらわしさなども手伝って否定的見解が大勢を占めていることがアンケート調査の結果判明し

ている。地元農民の要請が少ないという点では、「新酪農村」とは決定的な違いがあるように思われ

る。

こうしたさまざまな矛盾をかかえながらも肉牛生産漫密団地計画はスタートしているわけで、どの

ような生産、消流の道筋を示せば国際化のなかで、低コスト良質肉牛生産が可能なのか、一定の方向

を打ち出す必要に迫られている。
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エ業の国際化と工業地域の国際化

宮川泰夫(愛知教育大学）

１はじめに

わが国工業の最近の海外投資の増大には目をみはるものがある。そして、貿易・資本の自由化に加

えて、日本市場の巨大化と先端的な技術・技能の蓄積に着目した外資の進出も目立ってきた。こうし

た国際分業の進展は、繊維、電機といった労働集約的部門だけでなく、石油化学やアルミといった資

源．エネルギーニ1衣存型の部門に加え、自動車などの高度技術型の組立部門や地場産地でもその構造変

化が目立ってきつつある。

こうした変化は、製品・原材料・技術の輸出入、それらの開発・確保のためなどの海外投資、国際

金融と多国籍的収益構造の形成、外国人労働力の移動と文化摩擦といった個々の側面に着目した従来

の国際化の議論を－歩踏み出し、工業活動の全体系を世界経済の動向、国際的な政治・社会の枠組と

関連付は、地域文化の差異にも着目した総合的な国際化が過程・構造の解明へと向かわしめている

（Ｙ、Miyakawal985、ChairmanlsreportofSympoBiumontheChanginglnternational

DiviBioｎｏｆＬＢｂｏｕｒＵ．Ｎ１．，．０．％

日本における工業の国際化は、技術に着目すると古くからの問題であるが、それが、原材料の輸

入、製品の輸出とかかわって工業活動の全体系に大きな影響を与えていったのは1859年の開国以降

と言えよう（Ｙ・Ｍｉｙａｋａｗａｌ９８１ＥＫＩＳＴＩＣＳ４８）。日清戦争後の金本位制、居留地の廃止を伴

う条約改正、そして１９１０年の日韓併合と関税自主権の確立は､国際化を第二段階に移行させ、ウエス

タンエレクトリック．日本フォード、日本ＧＭといった外資の導入を活発する一方、鞍山製鉄所を始

め台湾・朝鮮満州・中国へと日本資本の進出を促した。１９３３年の国際連盟の脱退･外国為替管理令の

公布は、戦時経済体制の進展とともにブロック経済的且つ国策的国際化の第三段階へと変質させた。

戦後のＧ・ＨＱ、による国際化も質こそ異なれ､強権的・政治・経済的国際化であった。1950年の外

資に関する法律、５１年のサンフランシスコ講和条約、日本輸出入銀行の創設は、新しい第四段階の国

際化の段階へ日本を誘い．国民所得倍増計画の発表された１９６０年の貿易為替･自由化計画大綱の政府

決定は、自由化に伴う産業構造の変化を促し、海外経済協力基金の創設に象徴される国策的資源の開

発輸入体制の整備は、現地政府の国産化政策と結びついた日本工業の国際化をも生み出していった。

1971年の乗用車の資本自由化を含む第４次資本自由化､日米繊維協定の締結、円の変動相場制への移

行、７２年の対外投資自由化、７８年の石油危機以降の国際経済環境の変化、７４年の新国際経済秩序宣言

以来の多国籍企業論議やカントリーリスクの議論は、激しい変化のなかで．貿易摩擦に伴う1980年以降

’
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の海外での本格的生産を生み出し、円の国際化、金融・通信の自由化といった第五段階での本格的国

際化の渦へ日本を投げこんでいった。

工業地域は、四日市にみられるように上述した国際化の段階毎に、国内や地域の条件と関連して異

なった反応を示して変質してきた（Ｙ､Miyakawal98LSci・Ｒｅｐ、３１）。また、国際的にみてみ

ると自動車の量産・量販体系のように類似した体系が、異なった国、異なった地域に導入されると．

当然のように異なった変化を生じてくる場合が多い（Ｙ・Miyakawal980・Ｓｃｉ・ＲｅＰ３０）｡そ

して、今日では、地場産地でも、産地の構造とその内的・外的要因とから、生産の国際化が進展し、

産地体質が変質してきたものも増えてきている（宮1111985，愛知教育大学研究報告・岡崎市史)。

本論では、上述してきた国際化の段階と地域の差異に着目し、自動車産業を主要な題材に、工業の

国際化と工業地域の国際化を規定する要因・条件に迫ってみたい。

２国際貿易の進展と｣産裳虫国際と一ｉ
日本は、開国以来貿易立国を旨として発展してきた。その主要な貿易相手国は．日本に開国を強い

た米国である。第二次大戦後は、日本の高度経済成長、国際競争力の強化、内需の成熟化ととも

に、日米両国の経済摩擦が顕著となり、日本の産業の国際化を推進してきた。これは．１９５７年の日本

鉄鋼製品ダンピング提訴に始まり．５９年のガット東京大会での鉄鋼・大豆等10品目輸入自由化が行わ

れ、６０年の第三次輸入自由化で自由化率は40％に達し．配合飼料工業など輸入原材料依存型工業の存

在形態にも臨海工業地域造成、国内市場拡大と関連して影響を支えていった（Ｙ・Miyakawa・Ｓｃｉ，

Ｒｅｐ，２１．１９７１）。1960年代に入ると米国は.綿（1963～６５）・鉄鋼（６９～７１）の輸出自主規制を

求め．６６年の第１次、６９年の第２次、７０年の第３次と資本自由化の圧力を強めた。１９７２年の日米政府

間繊維協定、鉄鋼の第二次自主規制（72～74)､特殊鋼輸入割当制（76～80）の実施.77年のカラーILVB

に関する市場秩序維持協定（77～80）は、しだいに米国への工場建設を含む生産の国際化、適正分業

の進展を督励していった。1979年のＵ・ＡＷ会長の日本車の輸入制限か、日本企業の対米進出かの問

題提起は、このような状況から生み出されている。

１９８１年の米国の輸入制限法案に対抗した対米輸出自主規制（81～84年）は、８２年の本田、８３年の日

産、８４年のトヨタの米国での生産にとって良好な環境を生み出し、その定着を促した（宮川、1984、

地学雑誌93)｡他方、米国のビックスリーは、このカルテル効果を活用し、生産・販売の合理化に努め

損益分岐点を下げ、８１年にはＧ､Ｍ・が、８２年にはFordOhryslerがトヨタを上廻る税引後利益

をあげるまでに業績の回復を遂げ、Ｇ､Ｍのサターンに象徴される小型車生産体制の再構築、大字か

らの17万台輸入にみられる日・韓・台を用いた開発生産輸入体制を整備し、８５年にはその障害となる

輸出自主規制の要求を撤回している。そして、金融の自由化．電気通信事業の自由化といった米国が

よｂ競争力をもった分野での圧力を強めつつある。
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トヨタ・中国鉄鋼と日産・裕隆の乗用車国産化計画での争いの隙を突いた台湾でのフォードマッダ

の動きは．日本を資本財の供給源とし非耐久消費財の対日輸出を中心に累積債務問題はあるが、輸出

と資本形成の間の拡大循環過程に入ったアジアのＮＩＣＳの生産基地化の兆しを現わしていろ。三菱

と現代自動車の関連の強まった韓国でのＶ・皿Ｒ、パソコンの対米輸出開始、マイクロテクノロジー

社の技術導入による三星半導体通信の64ＫＤＢＡＭ生産、これに対抗した松下と金星社の包括技術提

携は、貿易の進展に伴う新たな国際化の様相を示す。国内でも、世界１．２位のセイコー・シチズン

による部品互換体制確立にみられるＮＩＣＳの技術力向上への対応が生じた．

資源・エネルギー分野でも、こうした新たな国際生産体制の形成がみられつつある。例えば、三菱．

を中心としたサウジのイースタンペトロケミカルの日本側引取り分や庄友を中心としたシンガポール

石油化学の日本側引取り分の中国への再輸出はその一つの現われであり．エチレングリコールシンガ

ポールのＡＳＥＡＮ諸国再輸出も新たな動きである。そして、両国でのデーリング分は、日本国内での

生産能力削減で対応し、１９８８年の特定産業構造改善臨時措置法によるエチレン生産能力の大巾切下

げ、エンヂニアリングプラスチックやファインケミカル部門への進出の促進は、こうした国際化の帰

結である。

三国貿易機能による生産体制の再編成は、ツバロン製作所の圧延用半製品加工のための川鉄による

カイザースチールのフォンタナ製鉄所の買収やマレーシアのＨＩＣＯＭと三菱による自動車生産・販

売体制の創出にもみられる。そして、日本を部材や生産設備・機械の輸出国とし、国際競争力強化の

ための研究・開発の拠点化してきている。

３エ業の国際化と業態の変化

日本は、1981年以来､貿易収支、経常収支では黒字を示すものの長期資本収支では赤字巾を増大し

てきた。これは、日米金利差による海外債券の購入による資金運用だけでなく、海外市場確保を狙っ

た日本企業の海外直接投資増大による。海外直接投資の81.9％は製造業で､サーピユ、鉱業・商業、

金融・保険を部門別では大きく上廻る。

工業の国際化は、原材料の輸入・製品の輸出．技術の導入・技術の輸出といった貿易を通じて行わ

れ、情報収集、販売、生産、研究開発、経営管理拠点の海外配置によって進展する。そして、資本．

労働・経営の多国籍化．技術・情報・生産販売管理の国際的体系化によって国際化の度合を深かめて

いる。製造業の海外直接投資の業種別類型では、上述した鉄鋼・非鉄（20.9％)、石油・石油化学

（１８．６％）など資源の開発加工と関連した分野が多いが、璽機（14.4％）や輸送機械（11.8％）部門

も目立つ。

製造業は、海外進出に際して、当初商社にその製品販売を依頼するものが多いが、その後海外市場

の成長につれ一般的に、営業所、支店、現地の販売用の法人の設立によって市場を開拓し、その市場
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を守るために生産のための現地法人を設立してきたものが多い。最近ではさらに国際競争力強化のため

先進国に研究開発拠点を設けるものが目立ってきた。

通産省国際企業課の調査（1983年）によれば、製造業の現地法人の810％は商業活動に従事して

おり、欧米先進国の機械部門では、この比率が高い。例えば、本田技研工業は、１９５２年に商社を通し

て対米輸出を開始し、５７年に自力で販売網をつくり、５９年にロサンゼルスに米国本田を設立し、７８年

には米国二輪車市場の３９．２％を占め､79年からのオハイヨーでの生産の基盤と資金源となっている。

この生産は、７０年に開始し、８０年には対米輸出37万台に達していた乗用車生産（45万台／年）の円滑

化を進め、市場競争に打勝つ1,000店の販売店をまかなう年間50万台体制を確立させた。さらに、そ

の生産力の増強を計ｂ、国際競争力を強化するため、７４年開設のホンダリサーチオプアメリカを84年

に現地法人とし、カナダの乗用車生産工場（'0万台／年）の設立を本田は決定している。

製造業が独自の販売網を育てきたとは言え、海外生産での商社の役割は、日産・丸紅の例をひぐま

でもなくまだ重要である。そして、前述の調査によれば、商業系列の製造業現地法人はその24.2％を

占め、海外での全製造業現地法人の17.6影を占め、商社は海外生産でもいまだにその役割は衰えてい

ない｡

４自動車部品エ業の海外進出と自動車エ業の国際化の進展

海外販売・海外生産の増大は、自動車部品工業のような随伴的な国際化を促進している。こうした

部材分野は、また最終製品部門の海外進出にともなって、その国内生産もまた徐々に変質を強いられ

てきつつある。

日本の自動車部品工業の進出が顕著なのは．日本車の古くからの組立拠点の台湾とタイである。ブ

ラジルも韓国やインドネシアなどのアセアン諸国と同様に－つの生産拠点であるが、最近その進出が

本格化しつつある豪州や米国に比べるとその比重は軽い。

台湾に最初に組立工場を建設したのは日産であｂ、その後の1961年の国産自動車振興弁法の成立時

には国産化率50％を達しているが、日系部品企業はｌ社だけであった。部品工業の進出が活発になり

１１社が進出したのは、1965年にこの制度が変り､67年にトヨタと富士童、６８年に本田、７０年に三菱が

進出し、複数競争体制がつくられてからである。そして、1974年の完成車の輸入禁止と周四原則によ

るトヨタなどの撤退後の日産中心体制の再構築は、部品国産化調査に基づく厚木自動車部品など関連

７社の進出で補完された。こうした国産化政策と関連した部品工業の確立は、豪州でもみられる。

ここでは．日産・トヨタ・三菱に対抗して、いす晋車の生産量を増やしてきたＧＭ･が、1982年に

Jｶｰ用エンジンの弱を欧州に輸出する見返りに､輸出外貨による国産化率の5％までの海外部品の

無関税輸入を認めさせた。トヨタもこの制度を活用して82年からＴ､ＭＡ・生産のエンジンシリンダー

ヘッドなどアルミ部品の日本への輸出を開始していろ。こうしたこともあって、トヨタの海外調達額
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Ｉ は、1979年の部品50億､資材・設備40億から83年にはそれぞれ140億と200億に増加している。この

ような海外組立．部材の逆輸入は、まだ日本の自動車部品工業の存在形態に強く影響するまでには至

っていない。

むしろ海外生産の本格化に対応する資金と人材が、当面の自動車部品工業にとって問題となりつつ

ある。ＮＵＭＭＩの操業にともなうマルヤスエ業のカルフォルニア、林テレンプのオハヨー進出、既

存の日本電装のミシガン工場の拡充、カーエアコンコンデンサー生産とそのロングピーチエ場での組

立とＮＵＭＭＩへの納入といった生産体制の再編成などがその一例であるＰ

５技術の導入と外資系企業の進出

日本電装は、新たな国際化時代に対応して､０．Ａ、nＡ･を進め、半導体工場を設立するなど技術

力の向上とカーエレクトロニックス化に積極的に対応して国際競争力を強化するだけでなく、米国のア

レンプランドリー社から技術導入をしてマイコン制御器生産を開始し、非自動車のＰ.Ａ・市場に進出

するとともに、その日本法人にも出資して販売力強化を行った。トヨタ自動車も提携先の英国ロータ

ース社からＰＨＰ技術を導入してボディー部材生産を開始している。1982年の技術輸入額の31.魂は

電機で、輸送機械（20.0％）がこれにつづき、輸出額では．それぞれ19.2％と15.5％となり、技術貿

易構造の変化を伺かがわせるものの、欧米先進技術の導入．適正技術のアジアなど開発途上国への輸

出といった技術貿易構造の本質はまだ大きく変っていない（宮川1985｢技術立国と産業政策」牛嶋編

「現代の産業政策虫）｡それでも．米独二社と自動車用電子部品生産にとりくむ日本オイルシール工業

のような動きもみられてきた。

そして・技術力の向上はアイシンワーナーのように提携先を上廻るに至った外資系企業も現われて

いる。市場性と高い技術・技能に着目した外資は、Ｔ，Ｌやチバガイギのように遠隔地に展開する

ものもあるが、大半が首都圏と東海地域に集中しており、'情報中枢や研究所の配置を行うものもあら

われ、高い収益をおさめ、日本をアジアの生産拠点化してきた。

６国際化の進展とエ業地域の変質

外資系企業の増大は、首都東京の国際的機能を向上させ、新たな地域形成をもたらしてはいるが、

輸出自由地域も外資系工場の集中地域もなく、外国人雇用も制約されており直接的変化は少ない（Y・

Ｍｉｙａｋａｗａｌ９８３ＥＫＩＳＴＩＯＳ５０)。しかし、いす習苫小牧（Ｇ､Ｍ)、日産座間（Ｖ､Ｗ)、マ

ツダ防府（Ｆｏｒｄ〕など提撹による間接変化や刈谷のＫＯ部品、衣浦のトランスミッション、下山・上

郷・田原のエンジン、貞宝の工作機、電子部品工場と活発なトヨタの最近の投資動向にみられる三河

自動車工業地域の高度化、なかでも1979年の田原工場操業以降の急激な変貌など国際化に伴う工業

地域の変質は目立つ。

！
｡､

Ｉ
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７まとめ

日本における工業の国際化は．ようやく本格的生産拠点の世界的な形成段階に入り、経営、管理、

技術、部材、金融・接渉だけなく文化･教育・医療とその定着上の問題点も明確にない量産・量販体

制の確立と維持のための日本企業のもつ国際化の限界も見えつつある。日本企業の進出もあって海外

では、韓国ブラジル、中国の事例でかって．筆者が報告したように国際化した工業地域もみられる

のに比べると、日本は､国内市場の高度化やその歴史的発展過程．外国人雇用等にもあらわれる文化

的特性もあって、まだまだエ業の国際化と工業地域の国際化の乖離は大きい。
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港湾研究における国際化・情報化
の意味と新しい港湾研究の方向

遠藤幸子（お茶の水女子大学院）

ｌはじめに

ｉ国際化・情報化による港湾機能の変化と港湾経営

（１）機能分担から総合化へ

（２）総合化に伴う競合とポートセールス

、国際化・情報化に伴う港湾利用の変化

（１）港湾産業・商社・海運業

一国際複合一貫輸送市場への参入一

（２）自動車エ業一臨海部への進出と輸送形態一

（３）都市一港湾の多目的利用による新しい都市開発一

W立地論・流通論・都市経営論への展開

Ｉはじめに

内陸立地の機械組立工業といわれてきた自動車工業の霞海部への進出あるいはポートアイランド・六

甲アイランド・ＭＭ２１・テレポート計画などにみられる港湾を核とする新しい都市開発あるいは川崎

港．千葉港などのいわゆる工業港においても実施されるようになったポートセールスやコンテナ定期

航路の新設、これらは国際化・情報化が港湾およびそれと密接な関係を持つ都市および産業にもたら

したさまざまな変化の一端を示すものといえる。ここでは、国際化・情報化に港湾がどう対応してき

たかを分析するとともに、港湾を利用する側（港湾産業・商社・海運業・自動車工業）ならびに港湾

営理者としての都市の動向についても考察する。

1，

Ｈ国際化・情報化による港湾機能の変化と港湾経営

(1)機能分担から総合化へ

港湾機能は大きく工業港機能と商業港機能に分けられる。工業港機能は．企業の専用埠頭からなる

ｐｏｒｔａｒｅａにおいて行われている経済活動（生産・流通・消費）にかかわるものであり、港域内に

おいては、港湾管理者から独立した空間をなしているばかりではなく他者を水際線から遮断して閉鎖

的な空間を形成している。一方、商業港機能は．不特定多数の利用者を対象とする公共埠頭からなる

ｐｏｒｔａｒｅａにおいて行われている経済活動（流通）にかかわるものであり．港域内においては、港
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碍鈩

湾管理者が港湾施設使用料・役務提供料を徴収しうる、港湾経営上の重要な空間を形成している。

港湾機能は工業化・国際化・情報化に対応する形で変化してきた。工業化は従来の商業港において

は工業港機能を有するｐｏｒｔａｒｅａを拡大させ．また港湾を核とする地域開発によって全国各地に工

業港を配置していった。こうした新興の工業港が総取扱貨物量ならびに輸入量で上位に台頭するよう

になった1960年代の後半に､従来よりあらゆる種類の貨物を扱いうる機能を有していた商業港におい

ては、国際的な輸送革新一コンテナ化一が進行していた。そしてコンテナ施設の有無は、商業港

としての地位を表わす指標であった。ところが現在では、コンテナ施設の整備ならびにコンテナ定期

航路の開設は、千葉港・川崎港などの工業港においても計画中であり、また－部実施に移されている。

1984年11月にはJll崎港の公共埠頭に初の内航コンテナ船が入港し､以後、川崎港と伊予三島港を結

ぶ定期航路が開設された。川崎港は千葉港と同様．原油・鉄鉱石・石炭などの工業原料を荷揚げする

専用埠頭を中心に構成された工業港として機能してきたが．港湾管理者の川崎市は、工業港機能を有

するだけの港湾では地域への経済的波及効果に限界があるという理由から、公共埠頭を建設し、その

背後地に各種の施設を配備して、商業港への転換を計ろうとしている。横浜港・神戸港はあらゆる種

類の貨物を扱いうる総合港として。港湾施設の充実というハードの面は勿論のこと、ソフトの面でも

他の港湾を凌駕しており、なかでもＰｏｒｔａｒｅａに立地する港湾産業の集積は、総合港への転換をめ

ざす新興の工業港にとって、容易に達成できない目標であるだけに、最大のネックとなっている。

港湾機能に変革をもたらしたもう１つの要因である情報化は、1979年に名古屋港が船舶入辻港管理

システムを導入したことに端を発し、1982年には横浜市港湾局が港湾業務を全面的に電算化するに到

った。この港湾局業務システムは入出港管理のほか､上屋･荷さばき地管理･物揚げ場ほか公共港湾施設管理

・料金管理・統計管理の５部門からなり、横浜港の商港機能は、港湾を直接利用する港湾産業・海運

業に対するサービスの向上という点で．一層充実したものになった。

国際化・)情報化の進展に全国の主要港湾は、商業港機能の充実という形で対応し、その結果、各港

湾は機能分担から－港ごとの総合化へという道をたどることになった。

ただ総合港のあｂ方も少しずつ変化している。横浜市港湾局の担当者は、１９８０年に「これからの総

合港は物資別、海運会社別の専用埠頭を複合した形になる」と述べたが、このことは、はや神戸港の

六甲アイランドで現実のものとなった。コンテナ・木材・建材・鉄鋼・石油・自動車・穀物・水産

物・….、これらの中からその港湾の立地に適した物資を選択した上で、各海運会社に施設を割り当

てて貸与し、総合港に組みたててゆくという方式である。

(2)総合化に伴う競合とポートセールス

この機能分担から総合化へという各港湾の動きは、港湾間の競合を一層顕著なものにした。その背

景には、経済の高度成長期に貨物が増加し、それに対応する形で港湾施設の大型化が進められてきた
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が、続く低成長期に入るや、設備の拡充にみあうだけの貨物が得られなくなっていたこと、さらに国

際的な輸送革新に対応するために、新たに設備の近代化・合理化を迫られた港湾管理者が莫大な負担

金をかかえていたことなどがある。

その解決策として各港湾は集貨・集船対策に力を入れることになり、ポートセールスという経営的

要素が導入され、それは．工業港といわれる港にまで広がっていった。ポートセールスとは、各港湾

管理者が主体となって、ｈｉｎｔｅｒｌａｎｄならびにforelandの拡大と充実をめざすことを目的とし、

港湾経由貨物を搬出する〆－カー・組合などに対し、当港湾の利用を売り込むセールス活動である。

また、それと平行して海運会社に対し、貨物量の増加を条件に、あるいは各港湾のセールスポイント

をアピールすることで、定期航路の新設や本数の増加を要請する行為でもある。そして．今日、ポー

トセールスは日本国内のみならず、外国のメーカーや商社・海運会社に対しても実施されており、極

めて国際的なセールス活動を展開している。また、ポートセールスは主体者として港湾管理者のみな

らず港湾運送業者が加わることによって、当該港湾への集貨・集船対策を通じて．商業港機能を有す

るｐｏｒｔａｒｅａの繁栄を計ろうとする地域的な活動となｂ、さらには．近接する貿易港から製品を積

出することで得られるメリットを享受しようとする輸出産業（メーカー）が加わることによって、

ｈｉｎｔｅｒｌａｎｄに立地する企業をも含めた広範囲な活動となってきている炉

ポートセールスを実施している港湾の中で最も成果を上げているのは東京湾であろう伝東京都港湾

局は、1980年から定期航路の誘致を目的としたポートセールスを北米・東南アジア諸国において実施

してきたが、１９８２年にあいついで４社がコンテナ定期航路を開設した｡台湾のユニバーサル・オーシャ

ン・ナピゲーション社による台湾航路、ソ連三大船舶公社のひとつプラスコによる中近東航路．マレ

ーシア公営のＭＩＳＣ社による東南アジア航路、香港の二ホン・コンテナ・ライン社による香港・台

湾航路がそれである。四社の航路開設によって、東京都に入る収入は．クレーン使用料・けい船料・

入港料などをあわせると年間8,000万円近くにのぼる。だが、海運会社はしばしば定期航路の寄港地

を切り換えてきたという先例があるので、東京都港湾局は1984年から３か年計画で大井埠頭の背後

地における集貨・保管機能の強化を始めた。先のプラスコは、航路開設というよりも日本側の寄港地

を横浜港から東京港に切り替えたものであり、ＭＩＳＯ社の場合も東京港と横浜港が競い合ったあげ

<に決まったものである。また．かつて横浜港から撤退して東京港大井埠頭に移ってきた世界有数の

海運会社であるデンマークのマースクラインは、東京港からの移転を表明したものの、現在のところ、

東京港、横浜港のいずれに自社専用のターミナルを持つか決まっていない。今後の両港の勢力関係は

いかに国際化・情報化に対応した機能の強化を計るか、そして両港湾局がどのようなポートセールス

を展開するかにかかっているといえよう。

帥
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､帝

１ｍ国際化・情報化に伴う港湾利用の変化

(1)港湾産業・商社・海運業

一国際複合一貫輸送市場への参入一

国際化・情報化に対応して商業港機能の充実が計られてきたが、今後は、そうしてできあがった総

合港をどう利用するかに焦点があてられることになるであろう。すなわち、港湾利用における国際化

.'情報化の進展である。その１つが国際複合一貫輸送である。国際複合一貫輸送とは海上輸送と陸上

および航空輸送などを組み合わせた国際間ドア・ツー・ドアのサービスのことで、目的地までの通し

運賃で輸送の全責任を負うことに特徴がある。これはコンテナ化の進展に伴って可能となった輸送方

式であるが、コンテナ化によってもたらされた港湾業務の縮小・保管量の減少を解消したい港湾産業

界にあっては唯一の活路として期待されている。しかも、国際化が進行している自動車．家庭用電気

機械メーカーにとっては、海外現地生産の増加に伴って、部品供給などの国際輸送を早く、安く、確

実に行う必要があり、国際複合一貫輸送の重要性は、今後一段と増すものと考えられる。この将来性

がみこまれる複合輸送市場には海運会社や商社までも参入して競争の激化は必至の状況である。

横浜港を皮切りに全国六大港において、国際複合一貫輸送の実現に向けて大規模流通センターの建

設が計画されている。これは最近になってコンテナ貨物を港湾から離れた内陸部で集貨．保管するケ

ースが目立ち、コンテナ埠頭背後地における貨物の集貨・保管等を重要な業務としている港湾産業に

とっては大きな痛手となっていた。そこで日本港運協会は．その解決策として港頭地区に大規模流通

センターを建設し、それをもとに貨物の誘致を計り．主要な活動の場であるｐｏｒｔａｒｅａを国際複合

一貫輸送の拠点にしようという意向である。

(2)自動車工業一臨海部への進出と輸送形態一

どんな業種の工業が臨海部に立地するようになったかを歴史的にみてゆくと、古くは繊維産業に初

まり、その後、製鉄．造船．石油精製．石油化学等の装置産業が．そして１９７０年代に入って､自動車

工業が進出してくる。綿紡績・羊毛紡績工業の場合は、原料輸入の利便性を求めて港の近くに立地し

たが、その後進出してきた産業にとって、臨海部への進出、すなわち埠頭を私有することであった｡

そして、少なくとも自動車工業が臨海部に進出してくるまでは、専用埠頭は専ら原料の輸入と製品の

移出に際して利用されていた。ところが自動車工業の場合は製品の輪移出のために専用埠頭を利用し

ている。かつては内陸立地の機械組立工業といわれた自動車工業であるが．船積基地を備えた最新鋭

の臨海工場を配置しているメーカーが３社あり、残り８社は専用の船積基地を配備するなど、何らか

の形で臨海部に進出してきている。

完成車がコンテナ化不適合貨物であるために、自動車工業にとってコンテナ化は無関係であったが、

自動車工業の国際化に伴うＫ、Ｄ輸出の増加によって、いずれ自動車工業は国際複合一貫輸送事業の
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Ⅱ

重要な顧客となることが考えられる。

(3)都市一港湾の多目的利用による新しい都市開発一

全国に工業港を配置し、また従来からの商業港においては、工業港機能を有するｐｏｒｔａｒｅａの拡

大をめざした港湾計画は、地域社会や自然との調和を欠くものであｂ・臨海工場の多くは公害発生源

となったばかりか、専用埠頭は市民を海岸から隔絶することになった。そこで全国の港湾管理者は

「市民と港湾」という新たなテーマに取り組まざるをえなくない公園・緑地の準備を港湾計画にと

りいれた｡これが港湾の多目的利用の先がけとなって、以後は国際化・情報化に対応しうる都市開発

に港湾を活用するという方向へと発展していった。

まず、神戸市がコンテナ輸送時代に対応する近代的な港湾施設と新しい都市空間の創出という２つ

の要請に基づいて．神戸港の沖合に人工島・ポートアイランドを建設した。ポートアイランドは近代

的な港湾施設に加え．住宅・コンベンション施設・ファッション関連産業・公園などから構成される

新しい海の文化都市である。さらに神戸市は．ポートアイランドの東海上に．第２の人工島六甲アイ

ランドを建設中である。六甲アイランドの土地利用の内訳は、港湾・埠頭ゾーン３１６，．産業基盤・

都市再開発ゾーン５２ｈａ、住宅・業務・学校などの都市機能ゾーンl23ha､緑地３１ｈａとなっている。

港湾ゾーンには４万重量トン級のコンテナ船が２隻同時に接岸可能な大型埠頭．コンピューターを駆

使したコンテナターミナル、自動管理システム、ローロー船専用埠頭、物資別優先埠頭といった情報

化・合理化に対応しうる港湾施設が整備されつつある。また産業基盤ゾーンには、港湾との関連が深

く、国際色豊かな産業を誘致している。神戸市は今後、神戸港をコンテナ化に伴う国際複合一貫輸送

基地として発展させるべく、広域ネットワーク作ｂを推進しており、六甲アイランドコンテナバース

はフェリー網・高速道路網・内航フィーダー網と連結されることになる。さらに神戸市では関西新空

港の航空貨物基地（ＡＣＣＴ）を六甲アイランドに設けることを具体的に検討し始めた。

ポートアイランド・六甲アイランドに続くものとして．横浜市が主体となって進めているＭＭ２１が

あるが、これらのプロジェクトは港湾の多目的利用を前提とした都市経営であり、ここでは港湾を核

として、全体として、「住み・働き・憩い・学び・集う」という総合的な機能を有する海域空間が形

成されている。

Ｗ流通瞼・立地論・都市経営への展開

港湾研究者の数は少なく、おのずと各人の研究テーマによってカバーしうる研究領域も限られてく

る。しかし、港湾とそれをとりまく世界の変化は激しく、多くのテーマが残されている上に、港湾だ
｡￣

けをみていたのでは解決しえない研究領域が拡大しつつある。これまでに述べてきたさまざまな現状

分析から、今後の港湾研究は、流通論・立地論・都市経営論へと展開してゆくことは必至である。

－１８－
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国際化に伴う地域経済の変化
一低成長期における日本経済の地域構造の再編をめぐって－

矢田俊文（九州大学）

Ｉはじめに

「国際化に伴う地域経済の変化」を考えるにあたって、「国際化」と「地域経済」をどのような脈

絡で結合するかがまず問題となる。

ここでは． ⅢＯ宅1ｺﾞｭﾑ｣ﾄﾄﾞ:EfQ日杢謹掻逆､多ユー(Q摩j墨Lを全

】!ご口遠 <動きを「国際化」として理解する。この過程で日本の産業構造
一一～－－－－－－－－－－■

が、主導産業の交代を含みながら厳しい構造変動にさらされ、地域構造もそれに連動して再構成を迫

られている。そして、個別の「地域経済」は、この地域構造の再編成の大きな波に揺さぶられなが

ら、変化を強制され、また新しい方向を多面的に模索しつつある。

以上のように、「国際化」と「地域経済」を、 資Zにﾆｺﾆﾆ属Jｵt｣冑uDl｣妻1座分拳鎧 LEl本nD9L産塞撞童一

発表は、「国際化｣とＥｌ型２１地域撞造＝｣(個上z-nzLjL地域経演 結びつけて把握する○本発表は、「国際化｣と
～－－－◆且－－－｡－－－－－－

焦点をあて、７０年代以降のわが国経済の地「地域経済」とを連結する「産業構造」と「地域構造」に焦点をあて、７０年代以降のわが眉

域構造の再編過程を素描することによって、本テーマに対する責任をはたすことにしたい。

ｉ「国際化」に伴う産業構造の転換

もともと、日本経済は、ア〆リカを中心とする戦後の資本主義世界体制の一環として．高度成長を

とげ．「本格的重化学工業化」をはたしてきたのである。

1950年代後半から60年代前半にかけての高度成長前期には､外貨割当などの保護貿易のもとで国内

市場と世界市場の間に厚い壁をつくりながらも、アメリカやヨーロッパ技術の導入や東南アジア・西

アジア・オーストラリアからの資源・エネルギーの大量輸入という国際的結合を不可欠のものとして

いた。そのもとで、鉄鋼・アルミ・石油精製・石油化学・火力発魍などの量産型装置産業や造船、自

動車、家電・重電、一般機械などの組立機械工業が主として国内市場を基礎に急成長し、他方で石炭

・銅・硫黄などの鉱業が壊滅的打撃をこうむった。

６０年代後半から70年代初期にかけての高度成長後期には、貿易自由化と資本の自由化によって「開

放経済体制｣をとるにいたり.資本主義世界の経済ｼｽﾃﾑのなかに完全｜興り挙斐趣｡自動車．
家電などの機械工業を中心に重化学工業の国際競争力が飛躍的に強まり、輸出市場を中心に再び急成

長と重化学エ業化が一層進展していった。他方で、資源．エネルギーの輸入依存はますます強まると

－１９－ ｡；：１，．－，，－〃…・"､．１戸
１．

｢･パ’１砂．二･、．



鰹

！

ともに、穀類・豆類・飼料を中心に農産物の輸入にもドライブがかかり、資源・エネルギー、食料自

給率が著しく低下した。「加工モノカルチュァ」と表現されるほどに．わが国の産業構造は「在来型

重化学工業」に特化し、国際的分業システムの重要な一部に組み込まれていった。

７０年代初期の「ドル危機」・「エネルギー危機」以降、世界経済は長期停滞と構造的再編を迫られ

つつある。そのなかにあってわが国の塁産型装置工業（鉄鋼、アルミ、石油化学）は．エネルギーな

いし原料の高価格化ゆえに、アメリカ・カナダ・オーストラリアなどの資源産出先進国、あるいはサ

ウジアラビア．韓国、台湾、シンガポール．ブラジルなどの産油国や中進国との競争に対して「比較

優位」を喪失し、構造不況に直面している。他方、家廻・自動車・カメラ・時計などの「標準技術

型」機械工業は、生産性の高さだけでなく、ニーズの多様化にあわせた製品差別化の実施などの技術

力によって依然国際競争力を維持し、中進国はもちろん、アメリカ・ＥＣ諸国に対しても「比較優

位」を有し、低成長期にはいっても成長を続けた。しかし、近年中進国の激しい追い上げや、アメリ

カ・ＥＣ諸国からの強い抵抗によって、輸出市場も伸び悩み、成長は限界に達しつつある。

これに代って80年代に登場して急成長をみせているのは、いわゆる「先端技術型」機械工業である。

産業用ロボット、ＮＣ工作機械などのＦＡ機器、パソコン、ワープロなどのＯＡ機器、各種の通信機

器、さらにはこれらの「マイクロエレクトロニクス革命」の武器を製造するＩＣ産業、こうした一連

の部門が急成長し、主導産業になりつつある。また、市場の全般的停滞のなかでの寡占間競争は、宣

伝・販売力、企画・デザインカ、情報収集・解折力．研究開発力など、いわゆるソフト面での企業間

競争を活発化させ、これとのかかわりで事業関連サービス業が着実に成長している。さらに．都市化

・核家族化のなかで食事・育児・清掃など従来家庭内で処理していた部分に対するサービス業の自立

化、教育・文化・健康・福祉に対する多様なニーズに対応した各種の教育・医療・レジャー・スポー

ツ・観光関連など個人消費関連サービス業も急成長している。こうした「サービス経済化」も、低成

長期における産業構造転換の重要な特徴となっている。

以上のように．高度成長期から低成長期にかけて、わが国の産業構造は、国際分業のなかにより深
－－－－

<組込まれながら、「量産型」、「標準技術型」の素材工業や機械工業から「先端技術型」機械工業
ニーレ

ヘ次第に比重を移していく一方で、「第三次産業化」、「サービス経済化」への底固い動きをみせて

いる。そのなかで、鉱業はもちろん、農業、繊維などの軽工業、さらには造船、鉄鋼、アルミ、石油

？

で、構造不況→再化学などの一部の重化学工業までもが、

編整理→衰退の道を歩みつつある。

５，モ

￣

Ⅲ地域構造の再編成

(1)高度成長期における地域構造の形成

高度成長期における日本経済の地域構造の基本的特徴は、三大都市圏、これを包摂してより広範に

1１
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分布する太平洋ベルト地帯､東北日本・日本海岸・西南日本といつ轤辺地帯､以上の二畳22型１劃薗血

塑櫻其避三したことにある。

エネルギーや原料資源をほとんど海外に依存するという「国際化」によって、鉄鋼・石油・電力・

化学などの「原・燃料立地」指向をとる素材、エネルギー部門は、国内の原・燃料産地から「解放」

され、「市場立地」指向を強めた。しかも、多くの大企業は、主要市場地域での激しいシニアー競争

に誘導されて、鹿島から八幡・大分までの太平洋ベルト地帯のワクのほかで「均等立地」を展開して

いった。こうして、高度成長を主導する装置型重化学工業が三湾一内海に臨海性コンビナート群を

林立させるかたらで集積・集中した。

このことは、他面で、筑豊をはじめとする産炭地域、銅などの鉱山地域、さらには石炭化学、電気

化学地域など、いわゆる国内資源産業および資源立地工業地域の衰退をもたらした。「国際化」に伴
一一一一一一
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高度成長を主導したもう一つの重化学工業である機械エ業は、多くの経済地理学研究者の業績から

明らかなように、歴史的に形成されてきた中小零細部品供給部門の膨大な地域的集積を「核」として、

三大都市圏の内陸部により一層の集積を強めていった。なかでも京浜を中心とする関東内陸部の機械

工業の集積は著しく、わが国の工業生産力の関東への傾斜を決定的なものにした。

三大都市圏では、臨海部に装置型、内陸部に組立型の重化学工業を抱えながら、中心部には．国家

中枢機構・巨大企業の本・支社機能、さらには金融・保険・卸売・不動産・事業関連サービスなど

「中枢管理」関連第三次産業、小売、飲食店、消費関連サービスなど「消費関連」第三次産業が厚く

集積し、これらの産業に従事する膨大な就業者の住宅地が郊外へ急速に拡大していった。

高度成長期後半にはいると、寡占体制の確立とともに巨大企業の国内流通網が整備され他方で国家

による交通・通信ネット・ワークがつくりあげられるとともに．国家機構や巨大企業の支社．支店．

営業所などの中枢管理機能だけでなく、卸売、金融・保険、事業関連サービス、不動産といったネッ

トワーク型ないし大都市型の第三次産業か地方中核都市や県庁所在都市に系統的に配置さｵTていった。

この結果、これらの地方都市は、所得・資金の結節地ともなり、急速に成長していった。

こうして、太平洋ベルト地帯、三大都市圏、地方中核都市・県庁所在都市が、高度成長期の成長の

「極」となったのに対し、鉱山地域、地方工業地域、地方都市を含む広義の意味での「農林漁業地

帯」は、多様な再編を迫られた。鉱山地域、山村地域は、「国際化」の直接的影響をうけて衰退し、

ベルト地帯や大都市圏周辺の農業地域は、土地や水資源、労働力の利用競合のなかでスプロール化．

二極兼業化を迫られ、いわゆる「平場農村」地域はシエーレの拡大による所得・資金の収奪、労働力

の流出のなかで集団化・規模拡大と兼業化・土地持ち労働者化の２相が複雑にからみあいながら「主

産地」化が進んでいった。
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(2)低成長期における地域構造の再編

低成長期にはいってからの「国際化」の一層の進展と産業構造閾

た地域構造の再編を迫りつつある。

その最大のものは、高度成長期の主潮産業の一つでありながら、

の一層の進展と産業構造転換は、高度成長期に形成・確立し

土較優｣立｣￣馨至g;烏し=ご構造王況産業に転化し』こ装置型鬘 、集檀する臨海工菫且h覇自CD再編難

理である．とくに、太平洋ベルト地帯に林立するコンビナート群では．一般に古い設備のスクラップ

化と高度成長後半に建設された設備への集中が進み、鉄鋼では大阪湾岸、石油化学では伊勢湾岸と瀬

戸内海沿岸での設備の廃棄が進み、全体として東京湾岸の比重が一層強まりつつある。また、「比較

優位」を決定的に喪失したとされるアルミは、高度成長期につくられた日本海岸の工場群の多くが重

油火力依存ゆえに撤退し、大牟田・蒲原などの石炭や水力依存の工場がかろうじて残存しているにす

ぎない。「比較優位」にもとづく「国際分業」の推進というわが国の産業政策は、かつての成長の

「極」であった太平洋ベルト地帯の臨海部を構造不況地域に転化させつつある。

他方、低成長にはいっても「比較優位」をますます強めつつある「標準技術型」の機械工業の成長

によって、その生産力拠点である関東および中京の内陸工業地帯は、内部に多くの問題を含みつつも、

全体として成長を続けている。また、８０年代の新しい主導産業となりつつある「先端技術型」の機械

工業も、地域的には「標準技術型」機械工業とほとんど一致している。この結果、わが国の重化学工

業生産力は、今後ますます大都市圏周辺の内陸部、とくに首都圏周辺への傾斜を強めていくものとみ

られる。「先端技術型」機械工業の花形といわれているＩＣ産業は、低賃金若年労働力を求めて、東

北や九州に「地方分散」立地を進めているが、関連産業の集積効果も、労働力吸収効果も弱く、工業

の地域構造を大きく変える力にはなりえていない。

国家機構の肥大化．寡占体制の強化、情報化・サービス化の進展といった一連の流れは、中枢管理

機能や第三次産業の集積拠点たる首都を頂点とする三大都市圏、札幌・仙台・広島・福岡の地方中核

都市、新潟・金沢・岡山・高松・熊本・鹿児島などの準地方中核都市、さらにはその他の県庁所在都

市といった結節都市の成長をさらに促進していろ。検討中の四全総の主要課題の一つに．これらの結

節都市圏の機能の系統的分担整備があげられているが、今後所得と雇用・人口の面で地方中核都市・

準地方中核都市・県庁所在都市の比重が増大していくものとみられるものの、意思決定．企画・研究

開発など質的に最重要な機能は、国際都市・管理都市・情報都市である首都東京へ一層集中していく

であろう。

他方、広義の農林漁業地帯は、農産物の一層の自由化の圧力をうけるとともに．財政逼迫のあおり

をまともに食って、農産物価格の押さえ込み、公共投資の引き締め、各種の公共扶助の引き下げ、公

務員の減少などを余義なくされている。これらの地帯は、財政トランスファーに依存する農業、建設

業、公務の比重が高く、行財政改革の矛盾を集中的にうけることになる。こうした「限界地」の切り

|’
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捨てへの対応策としてだされたのが、「自助努力」、「－村一品運動」．「地域主義」、「内生的開
発」など一連の「運動」でめｂ、一定の有効性を有するものの．所詮対症療法的限界をもっている。
今後、これらの地帯に属する農山漁村、地場産業都市、地方中小都市は、県内中心都市や県庁所在
都市といった末端の中枢管理都市との間のヒト、モノ・サービス、1情報、カネの面での結合を一層強
めていくであろう。そして、県内中心都市や県庁所在都市が、地方中核都市や首都などより上位の結
節都市との階層的結合を行うことを通じて、小中大の経済圏が重層的に編成されるという方向が､｢情
報化」、「サービス化」の進展のなかで強まっていくと考えられる。

したがって､高度成長期においては￣大都市圏･太平洋ベル4地帯v・・広義の農林漁業地帯の
格差が基軸となっていたのに対し・低成長期に峻節麺丘I間格差ﾆとくに首都対その他の結節都市
群、大中小の経済圏内部の結節都市対その他の地域の格差が中心となるものとみられる。前者は地帯
間格差であり、後者は経済圏階層間格差である。
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国際化の進展と地域経済※ 耀桝迄注iしべ誤甸ゥ霧、？

古賀正則(一橋大学）｜訂ｆこい〕攻7洲4鯵一坪了
〆ｆＬ－

ｉＷ｢7と(－７＋…Jia汀濯ｼ｢とう経済の国際化

多国籍企業と地域経済 「》)響兎勧てぺ執ｚﾙ,季
国民経済の国際化と地域経済

二Ｊフークィビか翔総世界モデルと地域経済

※別紙掲載（総；い、１塁琴1で､シ､N#膏７１
霞～'詞将
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２
３
４
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〔巡検案内〕

上よ鋲ｂ

(1)課題「豊Ill用水に沿って－変貌する壁)||流域一」定員約５０人
⑨や

(2)コース国鉄飯田線「湯谷」駅前集合９時
０仇

宇連ダムー大野頭首工（豊)||用水）･－長篠戦場と工業団地（新城市）－新城市街
とよかわ

地一耕地整理と茶園一霞堤（よろい堤)－豊111稲荷（昼食）－豊111放水路－

神野新田の変化と養鰻業一豊橋港一臨海工業団地_トヨタ自動車田原工場一蔵

王山一田原町一畜産団地一赤羽根農協一豊川用水路幹線一豊橋市資源化セン

ター－豊橋駅（１７:８０頃解散）

（注）コースには若干の変更がある場合もお含み下さい。

Ｉ〔宿泊案内〕

(1)豊橋市内での宿泊ホテル、旅館については、後日の大会案内パンフレットにおいて御紹介いた

しますから、各自で御予約下さい。

(2)巡検に参加される方は集合場所の湯谷温泉に前夜宿泊されると好都合です。宿泊希望の方には

若干数の旅館、ホテルを御案内いたしますから、各自御予約下さい。

大会会場案内図

(至豊橋）
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部⑥研究鮠
〔大学への順路〕

（１）豊橋鉄道渥美線「新豊橋駅」から３駅目（所要時

間６分）の「大学前駅」にて下車。副門からお入り

下さい。（１３０円)。

(2)豊橋駅からタクシーで10分。７００～８００円。
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③２号館⑦学律令解

④研究所③体育館
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罐,貴地理学=i兼３２回大豈熊吉

論判八のＴｊ÷'L
-9r￣入毯痴代

こ…１１，１Ｔｅｆ鯨し入弓"，承ご振
守

笈,lb3.句ｨ帆,､川糺璽認剛…園｡"､？
ヅ

菫ョ蓑勢'豈箏侭触価壇:圓潅i二 苗エ
ロⅢP.｡。

：

ＥヨＦ票イヒ‘ニイ半弔１ｔ世轌諏;罐>斉色Z＞饗Eイヒ
･低成長期におドナる日本謡済馴lh域憎】古⑪百霜モト9Ｍって－

１９ｓ５．５．２６砿愛知大学鶉田俊文（九ＩＩＩｌﾌﾟE苧ｉ
Ｉ・はじBtbに

ｕ『国鰐化』に伴う産壽摘造の騒換

第１表国際分萎と日志の産業

墓M蘆二|皇鰔■二－三1三顛吻’
鉱業１石嵐１石炭・鉄鉱石｜原、

裏源工加菫…化学Ｉｱ'ﾚﾐ１石油伸
鐡鯛《鉄綱》｝ 《鉄銅》《註鋼》

襟砿《自動室》《自動室》《自動車》《自動軍》
（穏撞類〉，（機微類）‘《機磯類》《機械類》

《軍務用・ＩＣ・ＶＴＲ・精密》《建設・鉱山
ｌ冷熱・農業》

航空機｜
）＿'－．－－－－」

（）相互貿易，《》日本の蛾出無印は日本の輪人『通商白

ｺﾞー

鉄鉱・銅鉱

宮石

竃,繊

《鉄 鋼》！ 《鉄鯛》

《自動重》

《機械類》《機械類》｝

《ＩＣ．、

ＶＴＲ》

『通商白書』

第２霊産業別就葉者数唯移 ヨＣＯ・ｆｉ

￣-_

第４表箒三友屋素症葉音数唯移

(注）「事業所統計調査結果報告」（１９６０．７２．８１年）ただし事業関連サービス業について
１９６０年は中分類番号83,89,92,93.197281年は81.85`86.87,93.94の合計とした。

(注）１９８０年国勢調査
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第５表地域別部門別従業者構成
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『産業新地図』朝日新聞社，１９８３，
③石油化学

壽
承ふりつつ錘

千

Ｎ■－０－０
増四・大ｎ
ｌａＢ－Ｉ2.2コ０

八
脛
大
工
■
励
傭
ｖ

Ⅲ

２０１＝】且Ｔ＝ロ

罠
刀－

割＝幸坤＝ｕ－Ｌ型〃槻

四目市

ＯＴ２－”２ゴロ

八
迫
力
工
藁
ｖ
八
■
仰
伝
巫
珀
帯
ｖ

ｗ
ｗ

日
Ⅱ
ｈ
閃

■日活

８且ﾛーエローヱロ

水
ｌＴｂＴ－０－ロ 男

辺
圃
圃
■
ワ
側
箇
上
匹

箪
卿
公
回
，
卜
。
市
一
食

醒
駆
嘩
触
願
拙
錘
糖
郵
、

＊＆
出０－坊０－酷０

水■
ＢＢＯ－ＢｎＯ－函.０

砥日展
Ｉ５Ｇ－ＢＩ－０

Ⅱ１円
５７.■-48.0-08.0

再
『
田
田
切

大分
Ⅸ０－壁ローヱ０

燕
が
一
回

到陰Ｉ工,H”1シクーＩ
GＩ８１

画0面酉Ｏご■丘□
２Ｉ

ＢＢ.■ヨＴ１．２－瓦０

BI

UU2O閂8ﾛエョァロロ

１《

■Ｚロ■ＢＺＵ－■.０

■《

【唾２－Ⅸ、一応0 ､宴
１(比

(塗）表中歓宇はRa侭能力万【／年．設編建能カー現f曾Hg力（休廃止墨除く）一鯛減予定後の
段伯能力（但し、Ｂ:時点で確定分】

日本合:fでは６４４９－鍵1.9-415.9（厘定分だけで44ａ３）
：

長期侭用鰹行「国五持観」５８－１８による．

雁行

配崔
一

侭 国の産業構造の自律的展開（ジラ
子

＝
ホフマン 地域政策地域経済ク マルクス）

－－－

(注）ｌ）工場名左・…戦伽よりｏ…高胚庇長期Iと各々立地
2）Ｃの（）内ｘは休止と休止隼

8）、の（）円は未鱈IE小:+面hfはいため現有能力を褐1国

且互再・周辺 伊努円 大固■ 敗戸円閃只国 姫戸RnU西典

三井弼曲化字 千■

Ⅲ.､－０－０
増四・六打
19.9-1Ｌ２－Ｏ

[印民石ｉｆ化手》 lⅡＡＩ
Ｂ0.2=q81.2ベ81.2

千■
ｄＢＬＧ－ｄａＧョ49.6

日本石柏化学 IｌＩＯｆ
24I－１２Ｔ－Ｏ

大臣石ｈｂ山手 爪比
狸0-82.0-ロユ0

三受伯化 ロ凡

コユ０－ 8ユ０－蜂０
四日市

4Ⅲ２－”.2－０

所大陰、と平 ■日商
Ｏａｌ－エ0-狸0

三岳土壌 ＊■
IⅢ７－０－０

(＊日エチレン） ＊凡
DaO-3a0-0息0

山田エチレン ＊回
３９.○一DOLO-釣.0

住友化宇 千袋
⑪､０－塾Ｏ~■､0

斫固灰
15｡５－９．１－０

Ｈ■石油化年 IⅡ閂
37t８－⑬､０－⑬､0

丸谷石ｈｈ化孚 千■
５０．９－②.Ｄ－８９ＬＳ

出允石ヒロ生年 姪山
唾０－皿.O-m00

四ｍⅢエ 大分
ＢＬｌ－ロエ０－哩０

コンビナート武

､轟

【ｴﾃﾚｹｾﾝﾀ-１
GＩ８１

．６－＝8.0＝＝6８ B⑭

２

■－

０２１

71.2-堂０ 8ユ

8

０－

（１）
ロエ０－唾0

■《
IOOn-Bd Il20-01z-

０）

1ｎｏ

会社 エ』1１ 逝疎
八.股大
崎能力

B・鉱２
吹:}面

処理率
Ｂ/jヘ

Ｃ､８３年
贋生震

騨勧ＩＯｌ
Ｃ／Ｂ

､、鰯。
次:}面

・閲原

・Ｗｉ濁

･苫小牧

・大ＢＴ

・寓多方

ｏ千蕊

・菊木

０名古願

ｏＢ１揃

ｏ富山

｡亜予

・酒田

ｏ直江津

ｏ坂出

。三池

■

水力

〕k力・副iIll

田油

水力・iujMl

鰹北冠刀）

、、ｋｆｌ

ＨＩｉｌＩ

(中鶴冠刀）

圃岻

鰯
蕊i-．iEjMb

函囚な力）

石炭

Ⅲ

千０
U1a

l45

1鋼

4２

４３

160

（３１）

認

7９

178

鱒

調

l60

u90

D“

1.“0

Ⅱ

千
“
０
２
７

０
面
鰯
０
０
０

閏
調
調
０
６
４
２

７
ｕ
殉

鰐
師
０
副
０
㈹
鯛
０
０
０
幅
的
Ｉ

０
０

０１
仙
郷
栂

千【
6２

(ｘ８１）

1０

（Ｘ・B2｝

（Ｘ８２１

麺

(ｘ８２）

(ｘ７引

(Ｘ８２ｌ

0０

０２

(Ｘ躯）

(ｘ８２１

4１

101

264

露
７９

４１
’
０
８
’
－
－
２
２
０
｜
劉

４
１
Ｉ

０
７
７
８

千t
（制）

０

（５８】

（鰯）

0

0

（７６）

鰯



ｊ
ロ
』
も
‐

０
‐
●
－
７
日
□
‐

Ｐ
‐
■
■
』
６
ｊ
Ｐ
？
‐

‐
ｂ
Ｐ
Ｐ
１
ｆ
”
、
６

８
‐
『
Ｊ
け
■
’

’
一
田
、
．
舐
卜
。

。
‐
｜
Ｂ
Ｂ
．
．
ｑ
⑬
ロ
守
口
⑪
６
ケ

…国際化の進展と地域経済

Ｕ～●1

一
｛
▲
一
二
】

「
｜
｜
叩
‐
ｒ
ｄ
ｂ
℃
『

風『・‐』．‐・一一・．〈．』一『）合一．へ一‐｜｜‐’一‐一｝》
Ⅲ
。
｛
凸
ｊ
■
。
』
｜
ら
｜
◆
‐
②
‐
・
●
Ⅲ
、

．
》
炉
艸

凸
◆
。
｜
■
」
Ｉ
一
一

一
蛆
・
』
二
一
的
一
｜
ニ
ー
ザ

ョーーフ（一一→（日）寒］』》一》『や蕊罫
ロ
１
旬
Ｐ
．
．
‐
０
コ
’
’
一
ロ
ゼ
』
巴
△

．
‐
ニ
ー
ザ
ー
’
一
■
‐
Ｓ
一
一
‐
｜
ｊ
‐

ト
ー
」
１
Ｊ

。
－
△
▽
一
・
■
▽
１
Ｊ
Ⅱ

①
Ⅵ
●
●
二
ｓ
別
町

Ｆ
『
’
０
Ｆ
↓

,_:＝＜;ｉｆ:－．

Ｑ
ｌ
ｄ
タ

執
０

Ｆ
◆

ニーーョニー

Ｃ
９
Ｑ
研

Ｃ
＋
も
冒

壹
Ｐ

告
一
卜
・
一
‐
‐
．
．
。
’
一
一
‐
。
、
》
令
「
、
．
‐
‐
］
’
－
．

宮
ｒ
・
壹
干
‐
一
１
二
▽
。
“
‐
。
宮
‐
□
壹
棹
■
も
一
。
Ｓ
凸
』
？
。
←
↑
‐
Ｐ
『
〈
・
一
△
Ｉ

蛎
藤
繊
拷
蝿
媛
黙
》
》
い
犯
八

」Ⅲ血ヨ》よ］』ＰⅢ●昨酵小」一時酔曰川肌叩糾酔肋僻胖ぴ銀．刑Ｌ》宙川いげｒ肱叩１腸伏引畔ⅨＢＴ昨ｒ■ｉｌ１４ｕＤ』１．い午曰Ａ０ｑ‐Ｉ？可・‐

.-ｃ：》P

古
（

賀
橋 則

正
大

学）



］
量る〃.‐場勵靭

湘自体‘ハ耀仁

国際化の進展と地域経済

古賀正則（一橋大学）

1．経済の国際化

先進国，発展途上国，あるいは資本主義国，社会主義国の何れを問わず，それぞれの国民経済が

国際的関係の中に今日程深く捉え込まれた時代はなかったといってよいであろう。石油危機のイン

パクトや多国籍企業の発鴎発展途上国への経済援助や東西間の経済交流の拡大などの例をひぐま

でもなく，今日の国際経済の重要な特徴の一つが，いわゆる「 ；互依存」，「相互鯵透」の拡大，

深化にあることは明らかであろう。世界的な不況の長期化に伴って，経済摩擦の激化，保護主義の

拾頭といった逆行現象が部分的にはあらわれてきているものの，長期的にみて国民経済の国際化は

新たな世界大戦の勃発といった国際関係の危機でもない限り，不可避的な傾向とみて誤りはないも

のと思われる。

国民経済の「相互依存」の拡大，深化は，単に先進国相互間にとどまらず，いわゆる東西間ある

いは先進国と発展途上国，さらに発展途上国相互間においても著しく進展しつつある。殊に石油危

機以後の発展途上国相互間の経済関係は，非産油発展途上国に対する産油国の経済援助，後者から

前者への大通の国際労働力移動などを通じて急速に拡大した。近年におけるいわゆる新興工業国

（ＮＩＣＳ）の拾頭も，発展途上国間に新たな経済関係の発展をもたらしつつある。

このような国民経済の国際化，多角的な「相互依存」関係の進展は，同時に「相互依存」関係の

多面化をも伴っている。商品の国際的移動としての貿易の拡大はもとより，資本，労働力，技術，

情報などの国際的移動は，第２次大戦後，殊にここ２０年程の間に著しく拡大した。

2．多国籍企業と地域経済

国民経済の多角的，多面的な「相互依存」関係の拡大，深化が，どのような影響を地域経済にも

たらしているかという課題を解明するためには，次の３つのレベルでの接近が可能であろう。第１

は企業レベル，第２は国民経済レベル，第３は世界経済レベルからの接近である。企業レベルにお

ける国際化の進展をもっとも顕著に体現したものが多国籍企業，世界企業であることはいうまでも

ない。多国籍企業は世界的規模で資本，労働力，原材料を調達し，原材料の取得，その加工から部

品，完成品の製造に至る全生産過程そのものの国際化を行ない，流通組織，情報網を世界的規模で

展開している。

多国籍企業は世界的な企業戦略の観点から生産拠点を配置し，企業内部に国際分業組織を作りあ

げている。その立地選択は，－国規模での個別企業の視点からの合理的な立地選択とは必らずしも

一致しない。Ａ・・ブラヅクポーソは多国籍企業の選好する立地上の特徴として，多国籍企業が本社

－１－－
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をおく国に隣接する国境地帯，受入国の経済的中核地域をあげている。多国籍企業の立地選択は，

その業種によって著しく異なるであろう。資源開発投資型の多国籍企業の場合には当然資源指向型

立地とならざるをえないし，最終消費財を生産する多国籍企業の場合には，市場指向型の立地選択

が行なわれるであろう。特に発展途上国の場合には，例え先進国における大衆消費財といえども，

-部の高額所得層に市場が限定されるため，彼らの住む大都市へ極端に立地が集中することになる。

こうした傾向は，多国籍企業の立地にとって不可欠な電力，水道，道路，あるいは運輸，通信など

のインフラストラクチュアの存在が大都市に限定されているという点からも，より一層強化される。

しかしながら，個々の事業所が企業内部の国際的分業組織の一環として位置づけられ，迂回生産工

程の￣部を分担し，あるいは製品市場が海外市場に大きく依存している場合には，国際的な運輸手

段への近接性がきわめて重要となり，港湾，あるいは空港などへの隣接地域が選好さ《しる。メキシ

コとアメリカの国境地帯に展開するいわゆる国境企業は，メキシコにおける低労賃とアメリカ市場

への近接性にもとづくものであり，フランスにおけるドイツ系多国籍企業の国境立地とはその理由

を異にするし，アメリカにおけるカナダ企業は最近ではむしろ南部へ立地している。したがって，

多国籍企業の立地上の特性を一般化して捉えることが可能であるかどうかは今のところ疑わしい。

多国籍企業の地域経済に与える波及効果はほとんど雇用効果に限られ，地元企業との生産関連は

￣般的にいって希薄であるといわれている。多国籍企業は地元企業から必要な部品，資材を購入す

るよりは，同一企業内の他の事業所から購入する方がより多くの利潤を確保できるからである。特

に発展途上国の場合には，地元企業との間の技術ギャププが大きく，波及効果の限定性はより強い。

多国籍企業が国際的な技術移転の面で果す役割は無視できないが，通常，研究，開発投資は本国で

糯馳馴麓雲:;翼:鰯鰯譲熟…蕨…
縮小，閉鎖は地域経済に少なからぬ影響を及ぼす。多国籍企業の事業所経営の変動は，地域経済と

は全く無関係に決定され，受入国の政策変化により経営環境が悪化したり，当該事業所経営が旨く

いかない場合には，比較的容易にその縮小，閉鎖が行なわれ，地域経済は大きな打撃を譲ることに

なる。例え当該事業所経営の業績が良好な場合ですら，企業戦略の転換によりそれが閉鎖されるこ

ともある。したがって，多国籍企業依存型の地域経済はかなり不安定であり，他律的，従属的性格

が強いといえるであろう。

3．国民経済の国際化と地域経済

国民経済レベルでの国際化は，商品，資本，労働力，技術，情報などの国際移動の拡大，さらに

ＥＣ，あるいはＡＳＥＡＮなどにみられるように，地域的な経済統合の発展として把握される。地

域経済の側からみれば，より広範に，より直接的に国際経済の変動の影響を豪ることになる｡近年

における情報，通信，生命，遺伝子，新素材，エレクトロニクスなどの急速な技術革新と,ＮＩＣＳ
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’に代表される発展途上国の工業発展，その輸出構造の変化Iま，国際分業の再編成，国際的な産業調

整を惹き起しつつある。地域経済もまた国際競争の影響の下にさらされ，急速な産業構造の変化へ

の適応を迫られている。他方，産業繊造の変化は企業の立地条件にも大きな変化をもたらしつつあ

る。例えば軽量で単位重量当たり付加価値額がきわめて大きいエレクトロニクス産業においては，

輸送費が相対的に著しく低下し，部品生産の臨空性遠隔地立地が可能となった。

匙国民経済の国際化は,産業調整を通じて国内の地域分業体系の変動をもたらし,＿国内の地域的

「
１
１
１
１
１

分業体系の構成部分としての地域経済は，国際的な分業体系の を次第に強溝成部分としての性姥､～へ/rし
し‘

祁筑』ﾊﾉ､・めている。それぞれの地方自治体が，その地域への立地の有利性を国際的な視野から強調し，外国

鶏Ｙ王秦ら懸籔に蘂り出してい…いわぽこ…域耀…際化･一つのあ…と…
ＰＣ牙、、ができよう。地域的な経済統合の発展は，こうした変化をより一層促進することになる｡

幾淳!｡::::鰯襄鰯騨:騨鰯:::鯰篭鰯鯆穿
iYMm'．JｱｉｚＥＣにおける共通地域政策は，その実際上の政策効果の評価はとも角，域内のそれぞれの地域をＥ
､;γljRFwwc全体b視点から政策対象として取り上げたという点において,画期的なものであるといえよう｡､蔓ﾙｰｽﾞもし

Ｉ Z一つ
”それぞれの地域経済の国際的関連は，現実にはほとんど多国籍企業によって編成されたものであ

り，多国籍企業の功罪は単に国民経済的視点からのみではなく，地域経済の合理的な国際的分業関

係という視点からも検討される必要があろう。いわば広域経済論的な視角からのそれぞれの地域経

済の機能と役割を，経済発展の地域間不均衡是正という規範にもとづいて解明することが，今後次

第に要請されるようになろう。

多くの発展途上国が経済発展の地域間不均衡是正を政策的課題として掲げ，全国的な経済開発計

画の地域別分割，地域開発計画との統合に着手し，大都市への工業生産の集中を抑制し，その地方

分散を促進するために地域政策を導入しつつあるが，こうした動きは将来ＥＣ型の共通地域政策が

発展途上国においても導入される現実的基盤を醸成するものとみることもできよう。

4．世界モデルと地域経済

石油危機に端を発し，エネルギー，資源問題，あるいは公害や環境汚染の問題が深刻化するとと

もに，国民経済の枠組を超え，全地球的規模での問題解決の視点が要請され，ローマ・クラブの報

告宙をはじめ，さまざまな世界モデルが提起されるに至った。今のところ，こうしたモデルは全世

界を国民経済単位の幾つかのグループに分割して作成されている。地球的規模でのさまざまな制約

の下で，南北問題を解決するという課題がより一層現実化するにつれ，国民経済単位のみならず，

さらにその地域経済レベルでの検討が求められるに違いない。しかしながら，それはもはや世界連

邦の成立と同様，かなり遠い将来の課題に属する。
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